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原子の表記法

質量数 （電荷量）

（元素名）原子番号

元素記号

原子番号（Ｚ）＝陽子の数（Ｐ）

質量数（Ａ）＝陽子の数（Ｐ）＋中性子の数（Ｎ）

同位体： Ｚが等しくＡが異なる原子（※同じ元素）

同重体： Ａが等しくＺが異なる原子（※異なる元素）
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第２章 物理的な背景
2.1.2 原子核反応

人工的な核変換（RIの作
成） 14 1 11 4

7 1 6 2N+ p C+ α→
14 2 15 1
7 1 8 0N+ d O+ n→

保存するもの
①陽子数
②中性子数

原子核の壊変
A A-4 4
Z Z-2 2M M'+ α Qα → +壊変：　

A A
Z Z 1M M+e v Qβ ±→ + +∓

(－)

壊変：　
A A
Z Z 1M+e M+ )ν−→－(電子捕獲：　

同位元素一覧表
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同位元素一覧表

第３節 対消滅
2.3.1 陽電子のエネルギーと飛程

陽電子の初期運動エネル
ギー

平均値：240keV for 18F

陽電子の消滅距離

平均値： 0.12mm

for 18F
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2.3.2 ポジトロニウム

三重項状態

（縮退） o-Ps

・・・一重項状態

p-Ps 

→pick-off

2.3.3 電子の運動量による揺動

運動量保存則：

消滅直前の電子が、光子の発生方向とは異なる方向に運動量
を持っていた場合、消滅線の相関角度に反映される。

ドップラー効果：

消滅直前の電子が、光子の発生方向と同じ方向に運動量を
持っていた場合、消滅線のエネルギーに反映される。

y 0.5° 2mm (for 500mm)
e

p
m c

θ φΔ = =∼ ∼

x 4keV
2

cpEΔ = ∼
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第２章
第４節 ガンマ線と物質の相互作用

（電磁カスケードシャワー）

光子の入射

電子（線）の発生

制動放射による光子の発生

吸収

衝突

物質化

ガンマ線のエネルギーによる
物質との相互作用の違い（図2.2b）


